








































本研究はホルモンや神経伝達物質受容体刺激により産生されるＩns(1,3,4,5)P4の下流にGAPⅢ力率肋先 押潤云 党 により産生きれるＩns(1,3,4,5)P4の下流にGAPmが存在
することを実証したはじめての報告で、細胞遺伝子学なかでも、シグナル伝達研究上極めて価値ある
論文と評価きれた。
－５－
